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23. エビと二枚貝の混合養殖による有機汚濁物質の軽減

〔要約〕ウシエ ピ（ブラックタイガ ー ） 養殖によって排出される有機汚濁物質を減少させ、疾病の発
生 を抑制する方法としてウシエビ とミドリイガイとの混合養殖は有効である。
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〔背景・ねらい〕

東南アジアにおけるエ ビ 類の養殖は配合飼料や化 学薬品等の使用により飛躍的発展を遂げてきた。特に
タイはウシエ ビ Penaeusmon.odonの集約的養殖の比率が8割以上であり、くるまえび類では世界最大の養

殖生産をあげている。 この集約的養殖が興隆する一 方では、 廃水及び汚泥による有機物汚濁が進行し疾

病の頻発、 生産性の低下などの問題が顕在化しており、 養殖場の持続的利用のための技術開発が急務と
なっている。 本課題では養殖の過程で排出される有機物 の負荷量を軽減するためにウシエ ビと濾過食性
二枚貝であるミドリイガイPerna viridisとの混合養殖実験を行い物質収支や水底質変化 についてウシエ ビ

の単 一種養殖と比較する。

〔成果の内容• 特徴〕

タイ中央部のペチャブリ県にあるウシエ ピ養殖場でコンクリ ー ト水槽及び大規模素堀池を用い、ウシェ
ビ とミドリイガイを混合飼育（混合比率I :0.65 ~ l.3個体）して生残率、 窒素炭素収支等を算出した。

］． コンクリ ー ト水槽ではウシエビの生残率はウシエビ収容密度20, 30, 50個体/m2 の単一 養殖区では

それぞれ74, 70, 62%、 同収容密度の混合区では68, 65, 59%と単 一 区の方がやや高く、 密度が高

くなるにつれ下降する傾向が見られた。 エビ の平均サイズは高密度飼育では著しく小さく、 また混合
区の方が単 一 区よりも大きい。 ミドリイガイの生残率はエ ビ の収容密度が高いほど低く、 エビ による
食害を強く受けている。（図I)

2. コンクリ ー ト水槽実験における餌料中窒素のエ ビ 、 排水（沈稽物含む）、 その他（貝への固定、脱窒

等）への転換醤を図2 に示す。 排水への転換率は、 単 一 区の20, 30, so 個体Ii活収容実験水槽 ででそ

れぞれ75, 72, 36%、 混合区で60, 7 l, 30%であり、 いずれも滉合区の方が少ない。 ミドリイガイヘ

の固定率は低生残率のため20個休/1112 で0.1%に過ぎなかった。 その 他は主に脱窒と考えられる。

3. 面積0.7 ~ 0.8haの素堀池の実験ではウシエ ビ が単 一養殖で2.0 t/ha、 混合養殖でI.St/ha とミドリイガ

イが0.8 t/ha生産された。混合養殖でエ ビの 生産が低いのは植物プランクトン量が単 一 養殖よりも高かっ

たので、 昼夜の溶存酸素濃度変動が 大きくなったためと考えられる。 ミドリイガイは餌料中窒素の
2.7%、 炭素の 4.4% を除去している。 エビ との合計により取り上げられた窒素は22.6%、 炭素はl6.3%

と なり、 この値は単 一 養殖より多かった。 一 方滉合養殖池では汚泥の堆積量が単 一 養殖の半分程度で
あった（図3)。

〔成果の活用面・留意点〕

l. 素掘池の実験では貝を付着させた竹竿が動水車による流れを妨げ水質が悪化する現象も見られたの
で、竿の配置及び動水車の稼働について池内の流速制御の観点から検討する必要がある。

2. 実用的な混合養殖法が確立されれば、廃水処理池を持たない小規模養殖業者に本手法を普及させエ ビ
養殖による環境汚染を軽減させることが出来る。

〔具体的デ ー タ
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